
聞き手のパーソナル・テリトリーに関わる談話分析

　一日本人・韓国人・中国人母語話者の調査を通してー

許　明子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　本研究は、日本語母語話者、韓国人日本語学習者、中国人日本語学習者が聞き手の

パーソナル・テリトリーに関わる内容について言及する際に、どのような談話を構成

しどのような言語表現形式を使用するかについて分析を行ったものである。談話を

構成する言語内容として「呼びかけ」「命題」「相手に対する配慮」の３つに分類し、

考察を行った。その結果、相手に対する配慮表現に大きな違いが存在していることが

明らかになった。

　日本語母語話者は聞き手のパーソナル・テリトリーに踏み込まないように丁寧な表

現を使用い距離感を保つための表現を用いていたのに対して、韓国人・中国人日本

語学習者は助言や申し出のような踏み込んだ言及が見られた。また、推量の意味を表

す「ようだ」および丁寧さを表すための敬語の使用についても異なる特徴を有してい

ることが明らかになった。
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【Abstract】The present study examines the ways in which the participants structured

their discourse, and what kinds of linguistic forms they used when speaking on

topics falling within the listener's personal territory. The participants were native

speakers of Japanese, and Korean and Chinese learners of Japanese. The structural

components of the discourse were categorized as being either (1)calling,(2)proposition,

or (3)consideration to the listener. The findings show that ａ striking difference ｅχists

between participant groups in terms of use of ｅχpressions related to consideration

of the listener.

　Japanese native speaking participants were found to use polite ｅχpressions which

avoid entering into the personal territory of the listener, and to maintain ａ sense of

distance. In comparison, the Korean and Chinese learners of Japanese were found to

be direct in giving advice and making proposals, for ｅχample. Furthermore, the

results make clear that differences ｅχistbetween the participant groups in regard to

the use of the modal expression yθo da, and honorific language.

【Keywords】Personal territory, Discourse structure, Linguistic form,

　　　　　　Considerate expressions
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1.はじめに

　われわれは誰かとコミュニケーション活動を行う際に、意識的に　もしくは無意識的に

話し手と聞き手の親疎関係、上下関係、など様々な関係を考慮し、コミュニケーション・

スタイルを決定している。任栄哲（2006 : 9）は「コミュニケーション・スタイル」につ

いて、会話を円滑に運ぶためのストラテジーであり、いつ話しはじめいつ止めるか、どん

な話題を選んだらいいか、どんな調子でどのくらいの速さで話すかなどが含まれると述べ

ている。話し手と聞き手の間でコミュニケーション・スタイルにおいて共有できる部分が

多い場合はコミュニケーション活動が円滑に進むであろう。しかし、逆にコミュニケーショ

ン・スタイルが異なる者同士がコミュニケーションを行う際は誤解が生じたり、摩擦が生

じたりすることもあるだろう。

　外国人日本語学習者が日本語母語話者とコミュニケーションを行う際にコミュニケーショ

ン・スタイルの違いによる誤解や、不理解が生じることは多々ある。外国人日本語学習者

にとって日本人の言語行動やコミュニケーション・スタイルを理解し、円滑なコミュニケー

ションを行うことは容易なことではない。文法的には正しい発話であっても、相手を不愉

快にさせたり、丁寧さの観点からは不適切な発話を行ったりすることがある。

　本研究ではコミュニケーション・スタイルの中でも特に聞き手のパーソナル・テリトリー、

もしくは私的領域に関わる日本語の発話の分析を行い、日本語学習者のコミュニケーショ

ン・スタイルの問題点について考察する。日本語母語話者（以下、JNS）と韓国人日本語

学習者（以下、ＫＪＬ）、中国人日本語学習者（以下、ＣＪＬ）の聞き手の私的領域に対する発

話にどのような相違点があるかについて考察を行うことによって、日本語学習者のより円

滑なコミュニケーション活動を指導するためのきっかけを探るのが本稿の目的である。

２。パーソナル・テリトリーとは

2. 1　聞き手の私的領域

　鈴木（1997）では、丁寧体で表現する際に聞き手の私的領域を侵害しないことが重要で

あると指摘し、聞き手に対して丁寧さを保つためには、話し手と聞き手の間に一線を引い

て、話し手側のことと聞右手側のこととをはっきり分けて表現することが基本であると述

べている。聞き手の私的領域に関連のある内容の発話を避けることによって、丁寧さが保

たれるとしている。言い換えると、聞き手の私的領域に踏み込んだ発話を行った場合、丁

寧さに欠け、不適切な発話につながる恐れがあると言える。

　聞き手の私的領域に含まれる言語内容としては、アイデンティティ、欲求、希望、願望、

意志、感情、感覚などがあり、これらの言語内容について言及する際には、それぞれの段

階において適切な表現形式を選択しなければならない。鈴木（1997 : 62）の聞き手の私的

領域の概念に基づいて、私的領域の段階院とそれに関連する言語内容および言語形式の選
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択について＜図１＞のようにまとめることができる。

斤つ

＜図１＞　聞き手の領域に関する制限の段階性

　＜図１＞で示している聞き手の領域の段階性とそれに関連する言語表現の制限というの

は、聞き手の私的領域の中心部にある「聞き手の欲求、願望、意思、感情、感覚、能力」

などに関する発話を避け、周辺部に位置する「聞き手の行動や家族、所有物」などについ

ては敬語を用いる必要があるということを表している。

　JNSは意識的であれ無意識的であれ聞き手の私的領域に関する認識を持っており、それ

ぞれの段階において適切な言語表現形式を選択しているだろう。一方、外国人日本語学習

者は、＜図１＞で示したような聞き手の私的領域に関する言語内容やそれぞれの段階にお

いて選択されるべき言語形式に関する意識が日本人と異なったり、ずれていたりすること

が多く、コミュニケーション上の問題を感じている学習者が少なくない。

　KJLの場合、話し手と聞き手との領域を区別するより、あえて相手の私的領域に踏み込

んだ発話を行うことによって、両者の距離感を縮め、親近感を表す。たとえ聞き手の私的

領域に関わる言語内容であっても意図的に言及したり、話し手の主観的な考えを述べたり

することが多く、それによって相手との共有感を作り、コミュニケーションを行う傾向が

ある（許2010b）。また、ＣＪＬの場合もKJLと同じように、聞き手の私的領域に踏み込んだ

発話を行うことによって、相手との親密な関係を築こうとする傾向がある（許・孟2010）。

KJLとＣＪＬは聞き手の私的領域に関する意識がJNSとは異なり、発話内容や言語形式にも違

いが生じる可能性が高いことを示唆している。

2｡2　所有傾斜

　目上の相手の所有物について言及する場合、敬語を使って表現するということは前述し

た通りであるが、日本語の敬語表現の自然さ、適切さについて角田（1990、1991）は「所

有傾斜」の概念が重要であると述べている。角田（1991 : 119）の所有傾斜とは、相手の

所有物の中で最も聞き手の身体や属性に関しては最も敬意の度合いを高める必要があり、
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その他の所有物には敬意を表す必要が弱くなるという概念であり、以下のような段階があ

ると述べている。

身体部分　＞　属性　＞　衣類　＞

　　　　　　　　　　　　愛玩動物

（親類）＞

＞　作品　＞　その他の所有物

＜図２＞　所有傾斜の段階
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　所有物の中でも聞き手の領域に最も近いもの（身体部分）が敬語使用の必要性が高く、

丁寧な表現を用いる必要がある。次に、相手の属性、衣類、愛玩動物、作品、その他の所

有物の順に傾斜が低くなるとされている。日本の日常生活のコミュニケーションでは聞き

手の身体部分や特徴、外見などについてあまり言及せず、JNSは意識的に回避していると

思われる。たとえ、聞き手の身体部分等については、敬語を使用して丁寧に表現したとし

ても不快感を与えかねないためであろう。

　他方、KJLは聞き手が初対面の場合でも身体部分や外見、表情、属性、衣類などの所有

物、またそれに関する話し手の感想などについても、あいさつ代わりに気軽に言及する傾

向がある（許2OO9、2010b）。初対面の韓国人から年齢、結婚経験の有無、家族構成、学歴、

職歴などのプライバシーに関わる内容について質問攻めに遭い戸惑ったという日本人の経

験談はよく聞くエピソードである。 KJLにとって所有傾斜の概念はあまり重要ではなく、

あえて相手の所有物等に言及することによって、相手に対して親近感を示したり、距離感

を縮めたり、話題転換をはかったりするコミュニケーション・スタイルをとっているので

ある。

　以上の先行研究からも分かるように、「聞き手の私的領域」や「所有傾斜」の概念は、

話し手が聞き手と適宜な距離や丁寧さを保ちつつ、円滑なコミュニケーションを行う上で

重要な概念であると言える。したがって、日本語教育現場においても学習者に日本人のコ

ミュニケーション・スタイルを理解させ、適切な発話を行うようにするためには、学習者

の現状を理解し、それにあった適切な指導が必要であると言える。

2｡3　パーソナル・テリトリー

　本研究では、「私的領域」「所有傾斜」の概念に基づいて、外国人日本語学習者が日本人

とコミュニケーション活動を行ううえで、パーソナル・テリトリーの概念を理解すること

が最も重要であることを主張する。パーソナル・テリトリーとは、人がそれぞれ持ってい

る固有の「個人領域」を指し示す概念であると定義する。パーソナル・テリトリーに関わ

る内容としては以下のものが含まれる。
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Ｉ　アイデンティティに関わる内容：

　1）個人情報：年齢、結婚経験の有無、家族構成、学歴、職歴、職位など

　2）属性：思考、願望、欲求、性格など

　3）評価：能力、収入など

Ｈ　身体部分：身体的な特徴、体格、健康状態、表情、外見など

Ⅲ　所有物：持ち物、著書、作品など

　パーソナル・テリトリーに関わる内容には段階性があり、以下のような最も中心部に位

置するものと周辺部に位置するものがあると思われる。

＜図３＞　パーソナル・テリトリーの段階性

　パーソナル・テリトリーの中で個人府報が最も中心部に位置し、一般的には言及が避け

られる。外側に位置する所有物等について言及する場合は相手のテリトリーに踏み込んだ

補償として何らかのストラテジーが使われるのが一般的である。したがって、特別な場合

でないときにパーソナル・テリトリーに関わる言語内容について聞いたり、初対面の人に

対して質問責めをしたり、あいさつ代わりに気軽に言及したりすると、聞き手に対して不

快感を与えたり、誤解を生じさせたりする可能性がある。

　しかし、KJLやＣＪＬはしばしば聞き手との距離感を縮めるためのストラテジーとして意

図的にパーソナル・テリトリーに踏み込んだ発言を行うことがある。日本語の学習がある

程度進んだ中上級レベルの学習者でも聞き手との距離感が保てず、無礼な言い方をする学

生が見受けられるのはパーソナル・テリトリーに関する認識のずれが一つの原因ではない

かと考えられる。

　本研究では目上の聞き手に対して健康状態をうかがう場面で、JNS、KJL、ＣＪＬがどのよ

うに表現するかに関する調査を通して、３者のパーソナル・テリトリーに関する認識や表

現形式について比較分析を行う。
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3.調査概要

3. 1　調査対象

　許（2010a）ではJNS、KJLの依頼場面において使用する言語形式の違いについて行った

調査の中で「友達にレポートを見せてほしい」と依頼する場面と、「先生の体調を気遣う」

場面を取り上げてどのような言語形式を用いるかについて分析を行った。その結果、日本

人と韓国人の間には言及する言語内容および言語表現形式において相違点が存在すること

が明らかになった。

　本研究では、許（2010a）の調査をもとにKJLに対して追加調査を行うとともにＣＪＬにも

調査を実施し、その結果について考察を行う。許（2010a）ではKJLは24名であったが、韓

国中等教育機関の現職日本語教師11名を調査対象に追加し、ＣＪＬは筑波大学で学んでいる

中国語母語話者27名を対象に追加調査を行った。 KJL、ＣＪＬのいずれも日本語力は中上級

以上のレベルであり、文法的な間違いはあるものの日本語による意思疎通には問題を感じ

ないという学習者であった。

　調査対象をまとめると以下の通りである。

･JNS : 筑波大学で学んでいる日本人大学生および大学院生29名

・KJL : 筑波大学で学んでいる韓国人留学生24名

　　　　韓国中等教育機関現職日本語教師11名

・CJL : 筑波大学で学んでいる中国人留学生27名

3｡2　調査内容および方法

　本研究は聞き手のパーソナル・テリトリーに関わる内容について日本人と外国人日本語

学習者の談話構成および言語形式に違いに焦点を当てているため、調査内容の中で、先生

の体調を気遣う場面のみ分析の対象とし、３者の相違点について考察を行った。

　調査の内容として先生の体調を気遣うという場面を設定したのは次の２つの理由からで

ある。

　①聞き手が先生であるため、丁寧体を使用して表現する。上下の力関係1が明確な相手に

　　対して、パーソナル・テリトリーに関わる内容をどのように表現するかを考察するこ

　　とによって３者のコミュニケーション・スタイルの特徴を探る。

　②先生の体調もしくは健康状態に関する発話はパーソナル・テリトリーに関わるもので

　　あり、日本人は一般的に言及を避けるが、韓国人、中国人学習者は言及することが多

　　いと予測される。したがって、それぞれの調査対象のコミュニケーション・スタイル

　　の違いが表れやすい場面である。

　今回の調査も前回同様、学習目標言語である日本語、そして母語である韓国語もしくは

中国語で自由記述式に回答してもらった。本研究では、KJLとＣＪＬの日本語による表現を
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分析するとともに、母語の影響について考察するために、韓国語と中国語の表現について

も分析を行う。学習者の母語を分析することによって配慮表現に関する発想を探り、日本

語学習への影響について考察する。

４。談話構成および表現形式

　調査の結果について、談話を構成する言語内容と、それぞれの言語内容を表現するため

に使用された言語形式の両側面から分析を行う。中田（1990）によると、発話の持つ特徴

を考察する際の基本的な軸となるものは、次の６つの要因であるという。

　①発話要因

　②話し手と聞き手、および両者の関係

　③働きかけの仕方（発話行為の調子、姿勢なども含む）

　④述べられる命題の種類

　⑤談話における位置づけ、談話中の他の発話との関わり方

　⑥その他、発話の「場」を構成する要因

　中田（1990）、熊谷（1995）では依頼の場面における発話を対象にｍｏｖｅ分析を通して発話

の特徴を明らかにした。丁寧な表現を用いるグループは談話を構成する要素が多く、move

数の平均も高いことを明らかにした。

　本研究では、談話を構成する言語内容を分析を通してJNS、KJL、ＣＪＬの発話の特徴を探

る。同時に、命題を表現するために使われた言語表現形式を分析し、日本人と外国人学習

者の言語表現形式について比較を行う。

4｡1　談話構成言語内容

　本研究では、談話を構成する言語内容は大きく「呼びかけ」「命題」「相手に対する配慮

表現」の３つの要素に分類する。呼びかけは「先生、すみません、あのう」など、命題は

「顔色が悪い、具合が悪い」など、相手に対する配慮表現は「大丈夫ですか、お気分はい

かがですか、心配している」などの表現が使われていた。

　以上の談話を構成する言語内容は出現する順番は前後しているが、多くの場合、３者と

もに３つの内容について言及していた。　これらの構成要素を図で表すと次の＜図３＞の

通りである。

-７-



筑波大学留学生センター　日本語教育論集　第26号（20川

＜図３＞　談話構成の要素

相手に対する配慮

･大丈夫ですか

･お気分はいかがですか

･休んだほうがいい

･手伝って差し上げます

･無理なさらないでくだ
　さい

･心配している　　ノ

　分析の結果、３者ともに「呼びかけ」「命題」「相手に対する配慮表現」の要素を組み合

わせて表しており、談話構成面では類似していた。しかし、それぞれの談話構成の要素の

使用数は異なっており、ＣＪＬが3.5で一番多く、次がKJLで3.2、JNSが2.6で一番少なかった。

談話構成要素の使用数についてまとめると以下の＜表１＞のようになる。

＜表１＞　談話構成要素の使用平均数

　　　　　　　　　　　　言語内容

Ｓ
　
Ｌ
　
Ｌ

川
司
ｑ

2.6

3.2

3.5

　以上の結果から、JNSは多くの言語内容を含まず簡略に談話を構成する傾向があるのに

対して、KJLとＣＪＬはより多くの言語内容を用いて表現する傾向があることが分かった。

JNSには「具合が悪いですか」のような命題のみ表現している人もいたが、KJLとＣＪＬには

そのような表現は見られなかった。 KJLとＣＪＬは色々な表現を用いることによって、相手

を気遣う話し手自身の気持ちを伝えたり、聞き手に対する親近感を表そうとしたのではな

いかと思われる。日本語母語話者と外国人学習者の間には発話スタイルの違いが存在して

いるといえる。

　JNS、KJL、CJLの回答例を通して発話の特徴について考察する。以下の回答例は、３者

の談話構成の特徴を見るために、組み合わせの異なる例を中心にあげる。〈　〉は言語内

容を表す構成要素の組み合わせを示す。
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　　　　　　　　　　　聞き手のパーソナル・テリトリーに関わる談話分析

　【ns】

・どこか具合が悪いのですか?2〈命題〉

・先生、どこか具合が悪いですか。〈呼びかけ≒命題〉

・先生、なんだか調子がよろしくないようですが、具合のほう、いかがでしょうか。く呼

　びかけ→命題≒配慮〉

・先生、顔色が悪いようですが…、大丈夫ですか？無理なさらないでください。皆心配し

　ています。〈呼びかけ≒命題→配慮→配慮→配慮〉

　【KJL】

・先生、体調は大丈夫ですか。〈呼びかけ≒配慮〉

・先生、顔色がいつもと違いますが、どうかしましたか？〈呼びかけ≒命題≒配慮〉

・先生、顔色がよくないですけど、大丈夫ですか。少しお休みになった方がよろしいと思

　うのですが。〈呼びかけ≒命題≒配慮≒配慮〉

・先生、顔色がきのうと違う気がしますが、かぜぎみでしょうか。私かできることならな

　んでもおしやってください。もっともっとがんばりますので…。く呼びかけ≒命題≒命

　題丿配慮-４配慮〉

【ＣＪＬ】

・先生の顔色がちょっとよくないですね。ごきげんはいかがでしょうか。〈命題≒配慮〉

・先生、ちょっと具合が悪そうに見えるんですが、体調は大丈夫ですか。く呼びかけ≒命

　題≒配慮〉

・先生、今日の顔色がよくないですね。調子が悪いですか。大丈夫ですか。く呼びかけ→

　命題≒命題≒配慮〉

・先生、お元気ですか。先生の顔色が悪くて病気のようですね。先生大丈夫ですか。もし

　病気にあったら、先生ゆっくり休むほうがいいと思います。く呼びかけ≒配慮≒命題≒

　配慮心配慮〉

・先生、お顔色がちょっと良くないです。ご具合は大丈夫でしょうか。何か感じておられ

　ませんか？気分悪ければ、休んだほうがいいと思います。是非、病気になされないよう

　にしてください。ご健康は何よりのものです。く呼びかけ一々命題一々配慮→命題→配慮→

　配慮≒配慮〉

　上の回答例からも分かるように、３者の中で特にCJLの言語内容にJNSやKJLとは異なる

特徴が見られた。　５つ以上の要素を組み合わせている人がJNSには一人もいなかっだのに

対して、KJLには２名、ＣＪＬには５名もいたことは注意すべき結果である。 ＣＪＬの談話構成

要素の平均数が多いことは＜表１＞の結果からも明らかになったが、ＣＪＬは相手に対する

配慮表現を繰り返し使用する傾向があった。配慮表現の中には、「休んだほうがいい」と
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いう助言や、「本当に大丈夫ですか」のような状況を確認する表現が使われていた。配慮

表現を繰り返し使うことによって聞き手を心配しているという話し手自身の気持ちを確実

に伝え、両者が密接な関係であるかのように表現していることが分かった。

　ところが、相手に対する配慮の表現を多用することが必ずしも両者の良好な関係の構築

につながるわけではない。第２節で述べたように聞き手のパーソナル・テリトリーに関

わる内容については、言及を避け、踏み込んだ発話を回避することによって距離感が保た

れ、丁寧さが増す。 ＣＪＬの聞き手に対する配慮表現の反復がかえって不快感を与えたり、

踏み込みすぎた発話につながったりする恐れがある。

　以下、KJLとＣＪＬに見られた相手に対する配慮表現の中で、助言、断定、確認するよう

な表現が含まれている例をあげる。配慮表現は　　で示し、その内容は〈　〉で示す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-
【KJL】

・先生、顔色がよくないですけど、大丈夫ですか。少しお休みになったほうがよろしいと

　思うのですが。〈助言〉

・先生、大丈夫ですか。ちょっと顔色が悪そうですけど…。少し休むほうがいいんじゃな

　いですか。〈助言〉

・先生、大丈夫ですか。顔色が悪いんです。

　うんですけど…。大丈夫ですか。〈助言〉

【ＣＪＬ】

があったらちょっと

・先生、顔色がちょっと悪いですけど。私は心配しています。大丈夫ですか。手伝って差

　し上げますか。〈申し出〉

・先生お元気ですか。先生の顔色が悪くて病気のようですね。先生大丈夫ですか。もし病

　気になったら先生ゆっくり休むほうがいいと思います。〈助言〉

・先生の体がよくなさそうです。残念でした。病気でしたか。そうだったら今日の授業は

　できないですね。〈断定〉

・先生の顔色が悪そうですが、休んだほうがいいです。〈助言〉

・先生の顔色が悪くなるようで、大丈夫ですか。すこし、休んだほうがいいですよ。く助

　言〉

・先生、お顔色がちょっと良くないです。ご具合は大丈夫でしょうか。何か感じておられ

　ませんか？気分悪ければ、休んだほうがいいと思います。是非、病気になされないよう

　にしてください。ご健康は何よりのものです。〈助言〉

・先生、体のほうは大丈夫でしょうか？間違いかもしれませんが、先生の顔色が良くない

　みたいので、ちょっと心配しています。本当に大丈夫でしょうか。〈確認〉

談話を構成する要素を多く使うことによって丁寧さが増す場合もあるが、相手に対する
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配慮表現がかえって聞き手のパーソナル・テリトリーの領域に踏み込んでしまう場合もあ

る。上記の例では先生の健康状態を気遣う話し手の気持ちは伝わるが、目上である先生に

対して休むように助言をしたり、体調不良の状況を確認したり、病気であることを断定す

るような表現を用いているため不快感を与える恐れがある。丁寧体の世界で以上のような

発話を行うことは日本語によるコミュニケーションとしては不適切である。

　しかし、ＣＪＬの母語である中国語の回答には、聞き手の健康を心配して気遣う表現とし

て｢我陪店去医院看看PE (一緒に病院に行きましょう)｣｢少し休みませんか｣などのよう

な表現が使われており、相手に対する配慮の仕方にJNSとは異なる特徴を有していること

が分かった。

　たとえば、次のような中国語の表現が使われていた。　　は助言、もしくは病院まで付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
合添うという申し出の表現を表す。

・老師看起来有点累、迂好日巴？要不先休息一下？
　　　　　　　　　　-

　(先生、疲れたように見えますが、大丈夫ですか。すこし休みませんか｡)3

・老師, 店是不是不舒服、我陪店去医院看看把！

　(先生、気分が悪いですか。一緒に病院に行含ましょう｡)

・老師店胎色恨差、需不需要去医院看一下。

　(先生お顔色がとても悪いですが、病院へ診察を受けに行きませんか｡)

・店今天的胎色不太好。是不是工作太辛苦了、有没有感覚喝里不舒服。如果, 恋感覚不是

　恨好的活、建俣店今天梢微多休息一下。身体健康是最重要的。

　(今日お顔色があまり良くないです。仕事が大変でしょうか。どこか具合が悪いですか。

　もし気分が悪いなら、今日は休むことを勧めます。健康が一番大切です｡)

・老凧店好。是不是不舒服？看起来訪的胎色不太好。需要我階忙喝？

　(先生、こんにちは。気分が悪いですか。お顔色が良くなく見えます。お手伝いしましょ

　うか｡)　-
・老師店是不是身体有什公不舒服, 店的胎色看起来不太好、是否需要我陪店去医院看看。

　洗生、ご気分が良くないですか。お顔色が良くなく見えますが、一緒に病院に行きま

　せんか｡)
　-
・老師,今天息的胎色看起来不太好、是不是病了、迂是去医院看一下比較好！

　(先生、今日お顔色は良くなく見えますが、病気になりましたか。やはり病院に行った

　ほうが良いです｡)
　-

　中国人母語話者によると、上の例のような休んだ方がいいという助言や、病院まで付き

添うという申し出の表現は中国語では先生に対しても普通に使われているという。しかし、

日本では先生に対する学生の発話としては一般的ではない。中国語で普通に使われている
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からといって日本語で同じ表現を使うと、聞き手を戸惑わせることになるかもしれない。

このように日本語と中国語の間には、聞き手に対する配慮表現に違いが存在しているこ

とが分かった。

　他方、KJLの母語である韓国語について分析した結果、ＣＪＬの中国語と同じように、聞

き手に対する配慮表現として「休んだ方がいい」という助言を表す表現が使われているこ

とが分かった。たとえば、次のような例である。

・翁詞昿　立能　曽舌刈ol　廿苦叫旦^1七川、赳咎旦列立?曇　別入]七月

等旦偏月磨合印‥

(先生、今日、顔色がよくないようですが、大丈夫ですか？少し休んだ方がいいと思い

ますが…｡)*

ないで か?）

- 12－

・が刈昿　痩役旦刈豆?　廿月(月　廿　等叫　旦叫刈七印‥苦　羽λ1ぞ川

叫例刈立?
-

(先生、大丈夫ですか？顔色が良くないように見えるんですが…少し休んだらどうでしよ

うか？)
-
・礼　暦々J昿　仝皆(:〉i例　廿　苦旦列立?　月符七　将微(月立?　雅客　せ

　　　　　　　　　　　　　一早早微叫丘?号哲司列月叫盃．自刎刈萱叫立.

(あら、先生、今日、どこかよくないんですか？食事はなさいましたか？睡眠はとって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ

・ゼ眉肩（川目畑役旦刈立?仝皆川早廿苦o} 旦叶列立。引川叫将七月

叫川叫豆?
-
（先生、どこかお悪いんですか？今日、顔色がとても悪くみえます。休まなければなら

ないんじ

　韓国語母語話者は先生と学生のように上下関係が明確な場合、非常に丁寧な表現を用い

るのが一般的であり、本調査におけるKJLの韓国語も敬語を使った丁寧な表現を用いてい

た。それにも関わらず、「苦剖列立（ちょっと休んでください）」「月付と糾微叫立?

（食事はしましたか）哲喬哲早早微（月立?（よく眠れていますか）曇哲司フl列叫瓦

㈲調管理はしっかりしなければなりません）刊刻刻徨叫立（心配になるでしょう）」と

いったアドバイスのような回答例が見られた。聞き手の健康を配慮しつつも、踏み込んだ

言語内容について言及することによって話し手の心配している気持ちを伝えようとしてい

る。KJLの日本語は韓国語ほど踏み込んだ発話ではなかったが、JNSの日本語に比べてか

なり踏み込んだ内容について言及していた。以上の回答例から、ＣＪＬとKJLが日本語でコ

ミュニケーション活動を行う際に学習者の母語のコミュニケーション・スタイルの影響を

受けているということがいえる。
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　他方、JNSの場合、談話を構成する言語内容はKJLやＣＪＬより少ないが、丁寧さを保つた

めにそれぞれの言語内容を表す表現形式に様々なストラテジーを使用していることが分

かった。聞き手が目上であり、健康状態をうかがうというパーソナル・テリトリーに関わ

る発話であるため、距離を保ちつつ、適切な表現を使うためにさまざ圭なストラテジーを

使用していたものと思われる。

　次節ではそれぞれの言語内容を表すために使われた表現形式に焦点を当てて分析を行う。

4｡2　言語内容の表現形式

　一般的にパーソナル・テリトリーに関わる言及は回避されると前述したが、聞き手のパー

ソナル・テリトリーに関わる言語内容に触れなければならない場合は、相手のパーソナル・

テリトリーを侵害した行為を補うために何らかのストラテジーを使用し、配慮の意味を表

すと考えられる。たとえば、敬語や推量の表現を使用したり、ぼかし表現を使ったり、言

い淀んだりする表現がその例であろう。

　前節でJNSとKJL、ＣＪＬは聞き手のパーソナル・テリトリーに関する言語内容を表す際に

異なる談話を構成していることについて述べた。それぞれの言語内容を表す際にどのよう

な表現形式を用いるかを考察することによって、KJLとＣＪＬの日本語学習における問題点

が明らかになると思われる。

　そこで、本節では、それぞれの言語内容に含まれる表現形式に焦点を当てて、調査結果

を分析する。それぞれの談話要素に使われた表現形式をまとめると、次の＜表４＞のよう

に分類することができる。

呼びかけ

言い淀み：あの
　う‥･、など

命題

推量：～ようですが

そうですが、～みた
いですが、など

ぼかし：～のほう、

~かなって、など

主観的判断：～と思
うのですが、など

＜図４＞　言語内容の表現形式
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相手に対する配慮

敬語：お体、お顔色

お悪い、など

言い淀み：～けれど

も‥･、～ですが‥・

など
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　上の図でまとめたように、「呼びかけ」「命題」「相手に対する配慮」の意味を表すため

に様々な表現を用いていたことが分かった。命題である「先生の具合が悪い」ことを伝え

る際には断定する表現を避け、推量の「ようだ、そうだ、みたいだ」の表現が使われてい

た。その他にも「お体のほう」のようなぼかし表現、「～と思うのですが」のような主観

的な判断のような表現が多く使われていた。また、相手に対する配慮を表す表現形式とし

てはノダ文、敬語、言い淀みなどが使われていた。

　圭ず、命題を表現する際に使われた表現形式についてまとめると次の通りである。

ようだ

沁
心
ふ

り
乙
　
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

１

＜表２＞　命題を表す言語形式

そうだ　　みたい　　みえる　～のほう

１

L
Ｏ

t
―

り
乙
　
Ｉ
　
Ｉ

１
ｃ
ｒ
>
　
　
　
　
ｃ
＼
i

り
＼
1

1
-
I

O

～かな

工
　
０
　
０

～と思う

Ｏ
　
Ｃ
＼
l

１

　命題を表す表現形式でもっとも大きな特徴は、JNSの「ようだ」の多用である。「お顔の

色がすぐれないようですが･‥」「顔色が悪いようですが」のように話し手の主観的な判断で

あることを表すために「ようだ」を多用していたと思われる。それに対して、KJLとCJL

は「ようだ」よりも「そうだ」を多く使っており、JNSとは異なる特徴があることが分かっ

た。次のような例が使われていた。

・先生、なんだか調子がよろしくないようですが、具合のほう、いかがでしょうか。（JNS）

・先生、顔色がよくないようですが、お体の調子はいかがですか。（JNS）

・先生、顔色が良く悪そうに見えますが、お身体の調子が良くないのですか（ＫＪＬ）

・先生、どうしましたか？すごく体調悪そうですけど、大丈夫ですか？（ＫＪＬ）

・先生、具合が悪そうですね。病気になりましたか？お大事に（ＣＪＬ）

・先生、顔色が悪そうですが、お体は大丈夫でしょうか。（ＣＪＬ）

　JNSは「ようだ」の推量表現を使うことによって改まった印象を与え、「（顔色が）悪い、

よくない」などのマイナス評価は話し手の主観的な判断であること表していると思われる。

一方、KJLとＣＪＬは「そうだ」を使用しており、聞き手の外見について直感的に感じたこ

とを言及するにとどまっており、丁寧さのニュアンスは含まれない。 JNSは話し手の判断

を表す推量表現の場合でも聞き手や発話状況によって表現形式を使い分けていることがう

かがえる。

　その他に、KJLの「悪く見える」という表現が多く使われていることが分かった。日本

語の「～みえる」という表現は、韓国語では「旦^l碍/boida/みえる」で表現することが

- 14－



　　　　　　　　　　　聞き手のパーソナル・テリトリーに関わる談話分析

でき、推量表現として頻繁に使われているため、韓国語の影響を受けているのではないか

と思われる。たとえば、次のような例が見られた。

・きのせいかもしれませんが、先生の顔、いつもとはちょっと違うように見えますが、元

　気ですか。（ＫＪＬ）

・あの、先生、最近先生の顔色が悪そうに見えますが、体の具合は大丈夫ですか。（ＫＪＬ）

・先生、ちょっと具合が悪そうに見えるんですが、体調は大丈夫ですか。（ＣＪＬ）

・先生、今日はどうかされました？顔色が悪くみえますけれども…（JNS）

　推量の意味を表す「ようだ、そうだ、みたいだ」および「見える」を合わせた使用頻度

は、JNSは29名中16名で約55％、KJLは35名中18名でR1 ％、ＣＪＬは27名中14名で51％であ

り、３者ともに半分以上が推量の表現を使用していた。しかし、３者ともに推量表現を使

用している点では共通しているが、表現形式では違いが見られた。

　次に相手に対する配慮表現として使われた言語形式を分析した結果は次の通りである。

＜表３＞　相手に対する配慮表現の言語形式

気がする

匹
ｍ
Ｊ

Ｏ
　
１
　
０

間違いかも
しれませんが

０
　
０
　
１

ノダ文

一
　10

　11

　1

言い淀み

L
Ｏ

Ｇ
Ｏ

O

敬語

-
17

７
　
６
）

　言語内容に関する分析の結果と同様、言語表現形式に関する分析においても配慮の意味

を表す表現に明らかな違いが現れた。特に、敬語の使用において３者の結果が大きく異なっ

ていた。敬語の使用は、JNSが17例もあったのに対して、KJLは８例、ＣＪＬは６例しか現れ

ていなかった。 JNSでは「お顔色、お体、お疲れ、お悪い」などの丁寧語が最も多く、パー

ソナル・テリトリーに関わる内容について言及するという意識が強く働いており、丁寧さ

を保つためのストラテジーとして敬語を積極的に使用していたのではないかと思われる。

他方、KJLは「お体」の丁寧語が５例、その他に「すぐれない、よろしくない」が↓例ず

つ使われていた。 ＣＪＬは「お元気」が４例、「お顔色」が１例、「ご具合」が１例ずつ使わ

れていた。

　また、「～んでしょうか」のようなノダ文、「～と思うのですが…」のような言い淀みは

JNSとKJLにおいて使われており、発話全体を柔らかく、婉曲に表現しようという意識が

働いているものと思われる。たとえば、次のような表現が使われていた。

・先生、お疲れですか？あまり元気がないのかなって思うのですが…。（JNS）

・先生、顔色がお悪いようですが、体調がよくないのでしょうか。（JNS）
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・先生、今日、体調大丈夫ですか。顔色があまりよくないのですが…。（ＫＪＬ）

・先生、ちょっと…。大丈夫ですか。ちょっと顔色が…。（ＫＪＬ）

・先生、ちょっと具合が悪そうに見えるんですが、体調は大丈夫ですか。（ＣＪＬ）

　しかし、KJLの中には「先生、今顔色が悪いんです」「今日、顔色が悪いんですね」の

ような状況説明のノダ文を使用している例もあり、ノダ文の使用に関する問題が残されて

いる。 KJLのノダ文の不適切な使用に関しては様々な指摘がなされているが、今後さらに

分析が必要であろう。

５。おわりに

　日本語教育現場では丁寧体で話しているにも関わらず、丁寧さの観点からは不適切な表

現を用いる学習者が少なくない。日本語母語話者なら言及を避ける聞き手の固有領域に関

する内容であっても、学習者は踏み込んだ発話を行ったり、相手に対する配慮表現が使用

しなかったりするのが一因ではないかと思われる。

　本稿では、聞き手のパーソナル・テリトリーに関わる言語内容を表現する際に、日本語

母語話者、韓国人日本語学習者、中国人日本語学習者がどのような談話を構成し、どのよ

うな言語形式を使用するかについて調査分析を行った。その結果、３者の聞には談話構成

および言語表現形式において相違点が存在していることが分かった。 JNSは改まった表現

を使って距離感を保つことに重点を置いているのに対して、KJLやＣＪＬは直感的な印象や

話し手の気持ちを親密に表現することに重点を置いていることが分かった。

　本研究は韓国人・中国人日本語学習者の聞き手との関係の捉え方や日本語の表現に関す

る背景を理解するうえで貴重なデータが得られた。他のパーソナル・テリトリーに関わる

発話の分析は今後の課題としたい。

注

１

２

３

「力関係」とは、南（1987）の８種（身分的、生得的、経歴、役割的、差別的、能力

的、立場的、絶対的）の上下関係を含むものとして解釈する。

「？」「…」などはアンケート調査に使われている例をそのまま転載したものである。

KJL、ＣＪＬの例には日本語として不適切な表現もあるが、訂正せずそのまま転載した。

中国語に対する日本語の翻訳は中国人母語話者によるもので、中国語のニュアンス

を表すため、直訳したものである。

４　韓国語に対する日本語の翻訳は筆者によるものである。韓国語のニュアンスを表す

　　ため、可能な限り直訳したものである。
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